
ごあいさつ

「食」は命の源であり、同時に私たちの人生を豊か

にする欠かせないものであります。しかしながら、家

族のあり方やインターネットの普及といった社会環境

の変化にとどまらず、世界は新型コロナウイルス感染

症というかつてない困難と対峙しています。これらは

食育にも大きな影響を及ぼし、新しい生活様式やデジ

タル化といった変化を生み出しました。食が大切であ

るという根本は変わりませんが、変化に対応できる食

育が求められています。

このような中、津久見市では平成２２年度に策定した第１期津久見市食育推進計

画が今年度末で終期を迎えるため、これらの社会情勢を念頭に置きながら、津久見

市に合った計画の策定に取り組んでまいりました。

また、食は環境との共存の上に成り立っていることに立ち返り、持続可能な開発

目標であるＳＤＧｓという世界情勢の変化にも対応した計画となっています。

この計画を市民の行動指針として、一人ひとりの自主的な食育への理解と関心を

深めていただき、今後も「すべての市民が生涯を通じて心身ともに、健康で心豊か

に暮らしていくことをめざす」という基本理念のもと取り組んでまいりますので、

より一層のご理解とご協力をお願いいたします。

引き続き、食育の推進にあたりましては、総合的かつ計画的に実施するために、

家庭や地域、学校・保育園をはじめ、津久見市食生活改善推進協議会といった食に

関わる関係機関や団体等と連携して取り組んでまいりたいと考えておりますので、

ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

結びに、本計画の策定にあたり、熱心にご審議いただきました津久見市食育推進

計画策定委員の皆さまをはじめ、貴重なご意見やご協力をいただきました市民なら

びに関係者の皆さまに心から感謝申し上げます。

令和３年３月

津久見市長 川野 幸男
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第 １ 章 計画策定にあたって

「食」は、健康な体と豊かな心を育み、生きていく力を与えてくれるとともに、

楽しみや喜びを与えてくれるものです。

しかし、家庭のあり方が時代とともに変化し、さらには世界的な感染症の拡大を

受けて暮らしの多様化や新しい生活様式が普及したことで、これまでの「食」の”

当たり前”が通用しない時代となりました。

しかし、「食」が人にとって大切であることは今も変わりありません。昔から伝

わる津久見市ならではの食文化を大切にしながらも、ひとりひとりに寄り添い、時

代に合った食育の推進が求められています。

平成２２年度に策定された第１期津久見市食育推進計画の本質は受け継ぎながら、

より今の津久見市に適応した計画を策定します。

食育は、生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるものであり 、様々

な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実現

することができる人間を育てることです。 （農林水産省HPより）

食育基本法

第３次食育推進基本計画

国

第３期大分県食育推進計画

県

津久見市

第５次津久見市総合計画

後期基本計画

第２期津久見市健康づくり計画

（後期計画）

第２期津久見市食育推進計画

第２期津久見市子ども子育て

支援事業計画

SDGs
のゴール

本計画は、食育基本法第１８条に基づく市町村食育推進計画として位置づけら

れるものです。また、まちづくりの基盤となる「第５次津久見市総合計画後期基

本計画」を上位計画とし、関連する各種計画と整合性を図りながら、策定・推進

するものです。

また、「第５次津久見市総合計画後期基本計画」では、ＳＤＧｓ

（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）の要素を反映して

いることから、本計画においてもＳＤＧｓとの関連を明らかにし、目標の達成に

向けた取組を行うこととします。なお、本計画では、「飢餓をゼロに」「すべて

の人に健康と福祉を」「質の高い教育をみんなに」「つくる責任 つかう責任」

「海の豊かさを守ろう」「陸の豊かさも守ろう」を関連する目標であると捉えて

います。

１



H２３

第２期健康づくり計画（後期計画）

H３１ R３ R６

第１期津久見市

食育推進計画
第２期津久見市

食育推進計画
第３期津久見市食育推進計画

第３期津久見市健康づくり計画

計画期間３年

計画の期間は、令和３年度を初年度とし、令和５年度までの３年間とします。

令和６年度からは、第２期津久見市健康づくり計画（後期計画）と一体的に策定

します。

※ＳＤＧｓとは？

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、「誰一人取り残さ

ない（leave no one behind）」持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標です。

2015年の国連サミットにおいて全ての加盟国が合意した「持続可能な開発のための2030ア

ジェンダ」の中で掲げられました。2030年を達成年限とし、17のゴールと169のターゲッ

トから構成されています。

２



第 ２ 章 これまでの取組と評価

第1期津久見市食育推進計画では、「全ての市民が生涯を通じて心身ともに、健康で

心豊かに暮らしていくことをめざしていく」ことを基本理念としています。このめざす

姿の実現に向けて具体的な取組を推進していく上で大切にしたい食育の４本柱（下図参

照）を基本目標として示し、関係機関とともに食育の推進に取り組んできました。

１．

●１日の始まりは朝ごはんから

●１日３回の食事をきちんととろう

●生活リズムをきちんと作ろう「早寝・早起き・朝ごはん」

１

２．

●薄味の習慣を小さい頃から身に付けよう

●自分で身体に良い物が選べるようになろう

●食事バランスガイドを活用しよう

２

３．

●感謝の心を持っていただこう

●家族や仲間と食事を楽しもう

●小さい頃から食に関心を持とう

●郷土料理を継承していこう

３

４．

●地元の産物を食卓へ取り入れよう

●表示を見て安全な物を選ぼう

４

３

基本理念 基 本 目 標

基本目標



１

子育て支援センターに参加する子どもたちとその

保護者に向けて朝ごはんについて等の講話や、簡単

に出来るおやつづくり体験を通して、食を楽しむ機

会を作っています。

また乳児健診（４か月児）では、生涯の食習慣を

形作る大事な時期であることから、すべての保護者

と個別で管理栄養士からお話をしています。

２

また、小学校での調理実習では、自分で食事を作

る力を養う機会を設けています。市内の中学校でも、

自分の力でお弁当を作ることを通して、感謝の気持

ちを育てたり、自立する力を育てることを目標に年

に２回「お弁当の日」を実施しています。

地域のサロン等で健康講話を実施したり、ヘルス

メイト（食のボランティア）等の地域のボランティ

アと連携して料理教室を開催することで、健康的な

食事について市民へ普及啓発を行っています。子ど

もから高齢者まで幅広い世代を対象に、調理実習を

主とした活動を続けています。

また、津久見市は肥満傾向児の出現率が高いこと

から、市内の小中学校において生活習慣病に着目し

た授業を実施してきました。この授業では栄養教諭

をはじめ、養護教諭、体育教諭、市保健師・管理栄

養士が連携して授業を行います。それぞれ専門の教

諭から指導を受けることでより理解を深め、子ども

のときから生活習慣病について考えるきっかけづく

りとして重要なものとなっています。

元気に過ごすためには、子どものころから食事のリズムを作り、生活リズムを整え

ることが大切であるため、朝食や１日３回の食事等について、子どもたちやその保護

者に対して普及啓発を続けてきました。主な取組は以下のとおりです。

暮らし方の変化により、外食やお惣菜、コンビニエンスストアの利用が増え、家庭

の食卓で野菜不足や塩分摂取の過多などが指摘されるようになりました。生活習慣病

に罹患する市民を少しでも減らすため、薄味を推進し、身体に良い物を選ぶ力をつけ

ることを目標に子どもから大人まですべてのライフステージの方を対象に健康教室等

を実施してきました。主な取組は以下のとおりです。

４

基本目標

基本目標

基本目標



４

３

４

小中学校の給食では、津久見市の郷土料理や、津

久見市にゆかりのある食材を使用したメニューを提

供する「ふるさと給食の日」を実施しています。

津久見市の自然や文化、産業等に関する理解を深

めるとともに、生産者の努力や食に関する感謝の気

持ちをはぐくむ機会としています。

毎年細菌性食中毒が流行しはじめる６月頃に、

中部保健所衛生課職員を講師に招いて食中毒予防

研修会を開いています。正しい食中毒対策につい

て市民へ普及し、食の安全を推進しています。

地産地消においては、学校給食の中に津久見産の

食材を取り入れ、子どもたちが地元の食材について

知り、味わうことができる機会をつくっています。

そのほか津久見市水産物消費拡大推進協議会から

魚の提供をうけ、市内の小学校で津久見産の魚を

使った料理教室を開催しています。ひゅうが丼や、

あおさ汁、津久見で獲れた魚を使った料理を作り郷

土料理を継承するとともに、家庭での魚食の普及を

図っています。

ふるさと振興祭では、ヘルスメイトによる昔から

のふるさとおやつ「石垣もち」の販売を実施してお

り、毎年楽しみにしている方が多くいます。

これをきっかけに、素朴で素材のおいしさを味わ

える昔ながらのおやつを若い世代にも知ってもらい、

次代への継承にもつなげていきます。

食を通じたコミュニケーションは、食の楽しさを実感させ、心の豊かさをもたらし、

笑顔になります。また、昔から伝わる郷土料理には昔の人の知恵がつまったものであり、

次代への継承が重要です。市民一人ひとりが食に関心をもち、次代への食文化の継承を

深めていくことを目標に取り組んできました。主な取組は以下のとおりです。

地元の食材を知り、親しみ、積極的に食卓へ取り入れることが地産地消の推進や食

の安全・安心につながるとし、各種イベント等をとおして市民への周知を図ってきま

した。主な取組は以下のとおりです。

５

基本目標

基本目標



５

【津久見市判定】

◎ ・・・ 目標値に達成した

○ ・・・ 改善しているが、目標に達していない

△ ・・・ 変わらない

× ・・・ 悪化している

６

数値目標項目 対象
H２１年度
（現状）

目標値
Ｒ２年度
（現在値）

達成状況

就学前児童 85.1% 100% 95.6% ○

小学生 86.1% 100% 91.5% ○

中学生 97% 100% 83.9% ×

2 栄養のバランスを考えている 就学前児童 81.9% 100% 87.2% △

就学前児童 42.7% 60% 74.0% ◎

小学生 38.7% 60%

中学生 85% 95%

高校生 67% 80%

成人 55.2% 80%

中学生 36% 50%

高校生 29% 50%

6 １日１回は家族揃って食事をする 就学前児童 73% 85% 91.7% ◎

7
「いただきます・ごちそうさま」
など挨拶ができる

就学前児童 83.6% 100% 99.3% ○

青年期 91.7% 100%

壮年期 89.4% 100%

高齢期 69.4% 80%

親子料理教室 8回/年 13回/年 3回/年
（Ｒ元年度）

×

郷土料理教室 7回/年 14回/年 7回/年
（Ｒ元年度）

△

子ども料理教室 5回/年 10回/年 2回/年
（Ｒ元年度）

×

10 8回/年 10回/年 ３回/年
（Ｒ元年度）

×

11 22施設 22施設 27施設 ◎

12 22施設 25施設 27施設 ◎

13 ０基 1000基 43基
（Ｒ元年度）

×ダンボールコンポストの利用数

5
食事バランスガイドを知ってい
る

アンケート設問削除のため
算出不可

アンケート設問削除のため
算出不可

8 食事が楽しいと感じる人の割合

アンケート設問削除のため
算出不可

アンケート設問削除のため
算出不可

アンケート設問削除のため
算出不可

9 料理教室の開催

食育講演会の開催

体験学習をする施設数

食に関する情報提供施設数

4
食事に主食・主菜・副菜が揃って
いる

アンケート設問削除のため
算出不可

アンケート設問削除のため
算出不可

1 朝食を毎日食べる

3 緑黄色野菜を毎日食べている
アンケート設問削除のため

算出不可

アンケート設問削除のため
算出不可

※新型コロナウイルス感染症の影響で中止となる等によって算出が難しい項目については、

（令和元年度）の数値を現在値として使用した。



○就学前児童までは朝食摂取率は９割を超していますが、小学生、中学生と年齢が

上がっていくにつれ摂取率が減少しています。子どもたちへの朝食摂取を促す取組

は引き続き重要ですが、大人への働きかけも力を入れる必要があります。とくに青

年期は、後に子どもたちを育てる立場にあり、正しい食習慣についての知識が大切

です。また、単品や菓子パンだけで済ますなどの家庭もあり、朝食の質についても、

同時に啓発していくことが重要です。

○「いただきます・ごちそうさま」の挨拶ができる就学前児童は９９.３％で目標達

成に近づいています。引き続き、食事のマナーについて家庭で推進すると同時に、

子どもたちを地域でもサポートする体制を支援する必要があります。

○就学前児童の栄養のバランスを考えている保護者の割合は変わっていませんが、

緑黄色野菜を摂る割合は増加しており目標値を達成しています。野菜摂取と併せて、

栄養のバランスをとる必要性についても啓発していく必要があります。

○津久見市民は男女とも目標量の２倍ちかくの塩分を摂取しているようです（資料

① 県民健康意識行動調査より）。家庭での減塩を推進するとともに、市と関係機

関が連携して減塩が当たり前になる環境づくりに取り組む必要があります。また、

現在行っている塩分計等の貸出をより広くお知らせしていきたいと思います。

○津久見市は子どもから大人まで肥満者が多い特徴があるため（資料① 県民健康

意識行動調査より）、野菜摂取の増加など引き続き肥満対策ならびに生活習慣病対

策に取り組んでいく必要があります。

○津久見市も高齢化が進んでいるため、低栄養等からくるフレイル※１を予防し、た

んぱく質をしっかり摂るなど高齢になっても元気でいられる身体作りが重要です。

また、それと同時に、おいしく食事するために歯と口の健康を守る対策にも力を入

れる必要があります。

○自分で食事を作る力がないと、市販のものに頼りきりになり、身体を壊してしま

うリスクが高くなります。津久見市は特に揚げ物やパンの消費が多い傾向にあり

（資料① 県民健康意識行動調査より）、自分の身体にいいものを自分で作ること

ができる力をつける必要があります。生涯にわたる健やかな食生活のためにも、作

る力は重要です。

○インセンティブ※２を活用し、健康づくりに対して楽しく前向きに取り組むことが

できる事業を引き続き実施していくことが大切です。

○青年期は、１日のうち多くの時間を過ごす事業所の協力を得ながら実施していく

のが効果的と考えられるので、事業所との連携を深める必要があります。

１

２

７

基本目標

基本目標

基本目標



３

４

○津久見市は海に面しており、おいしい水産物が獲れる環境にあります。魚食の普

及にも継続して取り組みます。

○子どもたちに津久見でできる産物を知ってもらうためにも、引き続き学校給食等

で普及していきます。

○食品表示を参考にする人が少ない傾向があります。表示の見方等についても普及

する必要があります。

用語解説

※１ フレイル 加齢とともに心身の活力（運動機能や認知機能等）が低下し、

複数の慢性疾患の併存などの影響もあり、生活機能が障害さ

れ、心身の脆弱性が出現した状態であるが、一方で適切な介

入・支援により、生活機能の維持向上が可能な状態像。

※２ インセンティブ 意欲向上や目標達成のための刺激策。報奨金、表彰、景品など。

※３ 共食 食卓を囲んで共に食事をとりながらコミュニケーションを図る

ことは食育の原点であり、共食を通して、食の楽しさを実感す

るだけでなく、食に関する基礎を習得する機会にもなる。

※４ ウィズコロナ 新型コロナウイルス感染症への対策を続けながら生活していく

こと。

※５ 新しい生活様式 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための生活スタイル。

○就学前児童においては、１日１回家族との食事の時間を設け、食事を通して家族

とのコミュニケーションをとる家庭が増加しています。引き続き、子どもを始めと

した市民へ共食※３の大切さを普及していきます。食を通じてのコミュニケーション

は大変重要なため、ウィズコロナ※４の時代において気を付けるべきことには配慮し、

新しい生活様式※５を取り入れながら引き続き推進していきます。

○食育の推進は全世代に共通した課題ですが、評価指標には子どもを対象とした料

理教室しか含まれておらず、計画当初と変わらない、または目標値に達していない

状況にあります。

しかし、現在は健康づくりにも力を入れているため、この枠には入らないものの、

子どもから成人、高齢者まですべてのライフステージに対して健康教室やサロンな

どを実施しています。今後も継続して普及啓発していきます。

○郷土料理の継承のため、津久見産の魚や柑橘等を使った料理教室やおやつ販売を

引き続き行っていきます。

○食事を楽しんだり、食に関心を持ったりすることは子どもの生涯にとって大切で

す。家庭だけで終わらせるのではなく、地域の方とのつながりも大切にしていく必

要があります。

８

基本目標

基本目標



８

策定委員 ・ ワーキンググループ委員の意見

資料①（県民健康意識行動調査）、資料②（第２期津久見市健康づくり計画）等を見

ていただきながら、津久見市の課題等について委員のみなさまにご検討いただきました。

・朝ごはんについて子どもたちに聞くと、チョコパンなど菓子パンの声

が多い。

・離乳食について気になる保護者がいる。妊娠時期等に離乳食の大切さ

について、うまく伝わっていないのかも。

・自分で食事を作れない人がパンや手っ取り早い惣菜などを買って体を

壊しているのではと思うので、調理力を身に付けるのも大事だと思う。

・家庭だけでは減塩の取組が行き届かない。市が産業界と連携していく

と良いのでは。

・減塩の知識がないと、おいしいかおいしくないかの判断になる。減塩

した方がおいしいという可能性があれば、もっと良い食生活になるの

では。

・お年寄りの方など、スーパーで購入するお惣菜の塩分が高いとの声が

ある。

・離乳食に味付けが必要だと思っている母親が多い。

・郷土料理の継承は大切だが、そのままだと塩分過多になる可能性があ

るため、減塩したメニューも紹介しては。

・津久見産の食材を給食に使いたいが、津久見産の野菜が少なく、み

かんジュースなども割高で使用できない。

・一番食育を学ばないといけないのは親なのでは。津久見市は青年期の

結果が悪い（資料② 第２期津久見市健康づくり計画より）ようだが、

保護者もきっと青年期に入っている。

食生活

健康づくり

食文化

郷土料理

食の安全

地産地消

その他

９

大分県では、「旨み」を持つ食材を「上手く」活用

した「美味しい」塩分控えめのメニューを「うま塩レ

シピ」として紹介しています。

中には、郷土料理である「だんご汁」の減塩レシ

ピも！ご興味のある方は、ぜひ大分県ＨＰをのぞい

てみてください。

うま塩だんご汁



第 ３ 章 食育推進のための基本的な考え方

【基本理念】

【基本目標】

津久見市では、食育の基本理念を上記のように定め、家庭、学校、地域、行政、関係

機関等が一体となって取り組んでいきます。

津久見市の食を取り巻く現状や課題を踏まえ、津久見市のめざす姿の実現に向けて、

具体的な取組を推進していく上で大切にしたい４つの柱を基本目標とし、ＳＤＧｓ（国

際社会）への貢献につながるよう施策の展開を図ります。

１０

実践目標 ・１日の始まりは朝ごはんから

・１日３回の食事をきちんと、バランスよくとろう

・食事のマナーを身につけよう

実践目標 ・薄味を意識し、野菜をたっぷり取り入れた食事にしよう

（プラス野菜マイナス塩分）

・自分で身体に良い物が選べるようになろう

・食事を自分で作る力をつけよう

・お口の健康を保とう

実践目標 ・感謝の心を持っていただこう

・新しい生活様式を意識し、家族や仲間と食事を楽しもう

・小さい頃から食に関心をもとう

・郷土料理や和食を継承していこう

実践目標 ・地元の産物を食卓へ取り入れよう

・表示を見て安全な物を選ぼう

ＳＤＧｓ

との関連



第 ４ 章 食育推進に向けての施策の展開

津久見市では、食育の基本理念を上記のように定め、家庭、地域、学校、行政、関係

機関等が一体となって取り組むための方向性を示しました。

基本目標１

私たちの食習慣は、乳幼児期から中学生くらいにかけて基礎が作られると

いわれます。全てのライフステージにおいて基本的な生活習慣の確立と

生活リズムの向上を図る取組を進めます。

具体的施策例

施策の方向

事業名 事業概要

乳幼児健診
すべての乳児（４か月）に対し、管理栄養士による個別指導を実
施。（離乳食の流れ、注意点等について）

給食試食会
保護者に対して各学校での給食運営や食育の取組などを紹介し、
給食の試食を行う。

じゃんけんぽん
食育教室

子育て支援センターじゃん・けん・ぽんにて、乳幼児とその保護
者に対して栄養に関する情報提供や体験を実施。
　・食育紙芝居
　・減塩スープの試飲
　・おやつ作り体験　　等

広報（学校給食）
毎月発行の「給食便り」「パクパクだより」にて、食の大切さに
ついて普及啓発を実施。

１１

家
庭

・大人も子どもも毎日欠かさず朝食をとります。
・朝昼夕の食事をきちんと、バランスよくとります（主食、主菜、副菜をとりあわせて）。
・「いただきます」「ごちそうさまでした」の挨拶をします。
・食事のマナーを身に付けます。
・食育に関連する事業に積極的に参加します。

学
校
等

・安心安全で、栄養のバランスがととのった給食を提供します。
・「早寝・早起き・朝ごはん」、生活リズムを整えることの大切さの普及啓発を行います。
・食事のマナーの指導をします（あいさつ・姿勢・箸やスプーンの持ち方等）。
・手洗いの習慣が身につくよう、衛生指導を行います。
・学校等から家庭につながる食育の推進を積極的に行います（通信・給食便りなど）。

地
域
・
行
政

・食生活の基礎が育まれる乳幼児期の保護者へ個々に対応した丁寧な指導を実施します。
・地域との連携を推進し、支援します。
・各世代に対して朝食の必要性や質について啓発します。
・次代の子どもたちを育てる立場にある青年期への啓発にも力を入れて取り組みます。
・家庭における食の大切さや望ましい食習慣が定着するように啓発します。
・関係機関を支援し、協力します。
・適宜事業の見直しを行い、市民にとってより良い事業づくりに努めます。



施策の方向 食生活の乱れからくる生活習慣病、メタボリックシンドロームを予防し健

康で長生きするため、プラス野菜マイナス塩分を取り入れたバランスの良

い食事の普及啓発に取り組みます。あわせて、健康的な食生活にとって健

康な歯は重要であるので、歯の健康づくりにも取り組みます。

具体的施策例

１２

事業名 事業概要

地区健康教室
サロン等に出向き、地区の特徴や季節に合わせたテーマで講演を
実施。（フレイル、免疫力、バランスの良い食事等）

個別栄養指導
特定保健指導の対象者や栄養相談希望者に訪問等で面談し、資料
やグッズ（カロリー茶碗など）を活用しながら健康増進・重症化
予防のためのアドバイス等を行う。

栄養新聞
栄養に関する情報を住民に広く周知するための媒体として季節に
応じたテーマ等を取り上げる。全戸回覧のほか、市ホームページ
や庁内外に掲示し、高齢者施設や事業所関係にも配布を実施。

健康に関する
学校給食の提供

学校給食にて、健康に関するメニューを提供。
・野菜たっぷり給食　・減塩うま塩給食　・かみかみメニュー
等

基本目標２

家
庭

・毎日の食事が自分の身体を作ることを理解し、１日３回の食事を大切にします。
・家庭で健康づくりに関する正しい情報を共有し、まわりの人に広めます。
・津久見産のカボス等を使うなどして減塩に努めます。
・野菜たっぷりの食事を楽しみます。
・色々な食品に親しみ、旬や素材のおいしさを大切にします。
・噛むことの大切さを認識し、歯を大切にします。
・高齢になっても元気な身体を保つため、たんぱく質をしっかり摂ります。
・自分で食事を作る力を育てます。

学
校
等

・「野菜たっぷり給食の日」や「減塩うま塩給食の日」など健康に関する給食を提供します。
・栄養バランスについて、自分の望ましい組み合わせなどができるよう普及啓発を行います。
・「お弁当の日」に取り組み、自分で食事を作ることのできる子どもたちを育てます。
・噛むことの大切さの普及啓発を行い、「かみかみメニュー」の給食を提供します。
・保護者に向けた食育の推進にも取り組みます
　（給食試食会、親子料理教室、食育講演会等）。
・授業で食に関する指導を行います。

地
域
・
行
政

・個々に寄り添った丁寧な保健指導を通して、市民の健康づくりを支援します。
・健康づくりにつながる情報提供、健康教室（プラス野菜マイナス塩分等）を継続して実施し
　ます。
・フレイルについての啓発を通して生涯の健康づくりを推進します。
・口腔ケアや歯の大切さについて普及啓発します。
・関係機関との連携を深め、インセンティブを活用しながら、より市民にとって楽しく前向き
　に取り組むことが出来る事業を推進します。
・生涯にわたる健やかな食生活のため、食事を作る力をつける支援を推進します。
・関係機関を支援し、協力します。
・適宜事業の見直しを行い、市民にとってより良い事業づくりに努めます。



１２

施策の方向 食に関心を持ち、食べることの楽しさや食べ物への感謝の心、また食文化

を尊重する心を様々な体験をとおし伝え、次代への継承に取り組みます。

具体的施策例

１３

事業名 事業概要

ふるさと給食の日
学校給食にて、津久見にゆかりのある食材を使用したり、津久見
の郷土料理を「ふるさと給食の日」として提供。

水産親子料理教室
津久見で水揚げされた水産物を使った郷土料理（ひゅうが丼等）
を親子で調理し、食事を楽しむ。

ふるさと振興祭
（ヘルスメイト）

ヘルスメイトによる郷土料理（石垣もち等）の販売。

基本目標３

家
庭

・食事を楽しみ、健やかな体と心を育てます。
・新しい生活様式を取り入れながら、家族や友人との食事を楽しみます。
・生産者や作ってくれた人等に感謝の気持ちをもっていただきます。
・家庭で行事食や郷土料理を楽しみ、若い世代へ継承します。
・和食を推進します。
・食事のあいさつを大切にします。

学
校
等

・感謝の気持ちが育つよう、指導していきます。
・学校給食で津久見（大分県）の郷土料理や行事食などの給食を提供します
　（「学校給食まるごと一日大分県」の日、「学校給食週間」、「ふるさと給食の日」等）。
・「こ食」について啓発を行い、共食など食を通じたコミュニケーションが日常生活に根付く
　よう推進します。

地
域
・
行
政

・食育月間（６月）や食育の日（毎月１９日）等に食育を啓発する事業を継続します。
・料理教室やイベント等で郷土料理や和食の普及を推進します。
・地元で食育を推進する人材を支援します。
・関係機関を支援し、協力します。
・適宜事業の見直しを行い、市民にとってより良い事業づくりに努めます。



施策の方向 生きるためには食は大切なものであり、安全な食材を選択する知識の普及

や安全安心な地元の食材を食卓に活かすため地産地消を推進します。

具体的施策例

１４

事業名 事業概要

食中毒予防研修会
家庭や施設における食中毒予防の対策について、中部保健所衛生
課職員を講師に招き、研修会を開催。

ママのための魚料理教室

津久見市水産物消費拡大推進協議会から提供された魚を使った料
理教室。保護者が調理している間、保育士による託児スペースを
設け、乳幼児の母親に、ヘルスメイトが講師となりさばき方を教
える。

学校給食まるごと
一日大分県

学校給食にて、地元（大分県・津久見市）の食材を使った給食を
年１回提供。

基本目標４

家
庭

・地元の食材を食卓に取り入れます（魚や野菜等）。
・旬の食材を使い、豊かな食事を楽しみます。
・食品表示を見るように心がけます（賞味/消費期限、産地等）。
・地元食材を使った料理教室等に積極的に参加し、次代へ継承します。
・新鮮な食材を使い、素材のおいしさを味わいます。
・食品ロスを意識し、食事を残さないようにします。

学
校
等

・食の安全性を重視し、食材を選び、給食を提供します。
・地元（県産・津久見産）の食材・旬の食材を給食に取り入れます
　（ひじき、ブリ、まぐろ、みかん等）。
・地産地消を呼びかけます。
・地元食材の購入先や方法など、関係機関と連携し、情報提供します。
・食品の安全性について、情報提供をします。
・食品ロスを意識し、適量の食材確保と、使い切りに努めます。

地
域
・
行
政

・魚食の普及を図ります。
・地産地消や郷土料理の情報提供を行います。
・農林水産教室を開催します。
・各イベントで地元の食材の販売、ＰＲを行い消費拡大に努めます。
・食品表示の見方等を普及し、安全な食事を楽しむことができるように支援します。
・食品ロスについて普及啓発し、食品ロスの削減に向けて働きかけます。
・関係機関を支援し、協力します。
・適宜事業の見直しを行い、市民にとってより良い事業づくりに努めます。



策定委員 ・ ワーキンググループ委員の意見

・基本目標１の実践目標「１日３回の食事をきちんととる」に、”バラン

スよく”も追加してはどうか。

・食事マナーについて、実践目標の中に入れ込んでは。

これから津久見市が目指すべき方向性等について、委員のみなさまにご意見を伺い

ました。

・食糧自給率を上げるためにも、和食を推進したい。魚食の普及も重要。

・大分県産の乾燥しいたけやカボスを活用して減塩を。

・学校給食も塩分の基準が変わり、１食あたり２ｇ未満に。学校給食とあ

わせて家庭でも減塩に気を付けてもらえるように普及啓発が必要。

・食べ始めるのは離乳食からなので、そこをどれだけ薄味に慣れさせるか

が大事だと思う。

・ベジファースト※１５分間運動にぜひ取り組んで欲しい。

・計画の中にＳＤＧｓの関連をもたせた標記を入れては。

・国の第３次食育推進基本計画において食品ロスに触れられていることか

ら、津久見市の計画にも明記した方がよいのでは。

・家族や仲間と食事を楽しむことについては、３密を考慮し、ウィズコロ

ナでのあり方を検討する必要がある。

食生活

食文化

郷土料理

食の安全

地産地消

健康づくり

その他

用語解説

※１ ベジファースト 食事のはじめに野菜のおかずを食べ、血糖値の急上昇を防ぐこと。
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第
５

章
第
２
期
津
久
見
市
食
育
推
進
計
画
の
数
値
目
標

【
基
本
理
念
】

１６

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
を
通
じ
て
心
身
と
も
に
、

健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
す

【
基
本
理
念
】

基
本
目
標

分
類

数
値
目
標
項
目

対
象

Ｒ
２
年
度

（現
在
値
）

Ｒ
６
年
度

(目
標
値
）

考
え
方

備
考

1
乳
幼
児
期

9
5
.6
%

10
0
%

健
康
推
進
課

（
乳
幼
児
健
診
問
診
票
）

1
小
学
生

9
1.
5
%

10
0
%

学
校
教
育
課

1
中
学
生

8
3
.9
%

10
0
%

学
校
教
育
課

2
1

「
い
た
だ
き
ま
す
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の

挨
拶
が
で
き
る

乳
幼
児
期

9
9
.3
%

10
0
%

基
本
の
マ
ナ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
評
価
項
目
と
し
て
設
定
。

健
康
推
進
課

（
乳
幼
児
健
診
問
診
票
）

3
1

乳
児
を
も
つ
保
護
者
へ
の
栄
養
指
導

青
壮
年
期

10
0
%

10
0
%

子
ど
も
を
育
て
る
立
場
に
あ
る
保
護
者
へ
、
規

則
正
し
い
食
生
活
の
重
要
性
を
普
及
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
設
定
。

健
康
推
進
課

（
乳
児
健
診
（
４
か
月
児
）

指
導
率
）

1
朝
ご
は
ん
を
毎
日
食
べ
る

国
、
県
の
数
値
目
標
に
基
づ
き
設
定
。

前
計
画
に
て
未
達
成
の
た
め
継
続
。



１６

１７

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
る
等
に
よ
っ
て
算
出
が
難
し
い
項
目
に
つ
い
て
は
、
（
令
和
元
年
度
）
の
数
値
を
現
在
値
と
し
て
使
用
し
た
。

基
本
目
標

分
類

数
値
目
標
項
目

対
象

Ｒ
２
年
度

（現
在
値
）

Ｒ
６
年
度

(目
標
値
）

考
え
方

備
考

4
2

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
る

乳
幼
児
期

8
7
.2
%

9
0
%

前
計
画
に
て
未
達
成
の
た
め
継
続
。

健
康
推
進
課

（
乳
幼
児
健
診
問
診
票
）

5
2

栄
養
新
聞
発
行

―
７
回

７
回

市
民
へ
健
康
情
報
を
発
信
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て

継
続
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
た
め
目
標
に
設

定
。

長
寿
支
援
課

健
康
推
進
課

6
2

フ
レ
イ
ル
予
防
に
関
す
る
普
及
啓
発

高
齢
期

５
回

１０
回

近
年
「
フ
レ
イ
ル
」
予
防
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
た
め
、
目
標
に
設
定
。

長
寿
支
援
課

健
康
推
進
課

7
2

食
育
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
に
取
り
組
む

飲
食
店
の
数

―
５
店
舗

７
店
舗

健
康
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
重

要
で
あ
る
た
め
目
標
に
設
定
。

健
康
推
進
課

（
食
の
健
康
応
援
団
）

8
3

１
日
１
回
は
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
す
る

（共
食
）

乳
幼
児
期

9
1.
7
%

9
5
%

国
に
お
い
て
も
共
食
に
つ
い
て
数
値
目
標
に
組

み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
設
定
。

健
康
推
進
課

（
乳
幼
児
健
診
問
診
票
）

9
3

地
場
産
物
を
活
用
し
た

「
ふ
る
さ
と
給
食
の
日
」
実
施
回
数

小
学
生

中
学
生

８
回

１２
回

学
校
給
食
で
地
産
地
消
を
推
進
・郷
土
料
理
を

継
承
す
る
機
会
と
し
て
重
要
で
あ
る
た
め
目
標

に
設
定
。

学
校
教
育
課

10
4

食
中
毒
予
防
研
修
会
開
催
数

―
１回

（
Ｒ
元
年
度
）

１回
食
中
毒
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
習
得
す
る
重

要
な
機
会
で
あ
る
た
め
目
標
に
設
定
。

健
康
推
進
課

11
4

地
産
地
消
に
関
す
る
料
理
教
室
開
催
数

（水
産
親
子
料
理
教
室
等
）

小
学
生
～

青
壮
年
期

８
回

（
Ｒ
元
年
度
）

８
回

家
庭
で
の
地
産
地
消
を
推
進
す
る
機
会
と
し
て

重
要
で
あ
る
た
め
目
標
に
設
定
。

農
林
水
産
課

健
康
推
進
課



津久見市では食育を推進していくために、「家庭」「地域」「学校」「行政」「関係

機関」等、全ての市民、関係組織が連携を図り、ともに「食育」についての意識を高め、

取り組んでいけるような体制を作っていきます。

第 ６ 章 計画の推進に向けて

本計画の推進に当たっては、計画（ＰＬＡＮ）、実行（ＤＯ）、点検・評価（ＣＨＥ

ＣＫ）、改善（ＡＣＴＩＯＮ）による進行管理（ＰＤＣＡサイクル）に基づき、「※つ

くみ食育会議」において定期的に事業の達成状況や評価について整理を行います。その

結果をもとに必要があるときは、計画の変更や事業の見直しを行います。

また、計画期間終了となる令和５年度に、最終評価と次期計画策定を行います。

※進行管理かつ、食育関連者の連携の場として「つくみ食育会議」を年に１回開催する。

参加者は、第２期食育推進計画に策定委員として参加した者を中心に召集する。

Ｒ３年度～Ｒ５年度

つくみ食育会議

実行

（ＤＯ）

点検・評価

（ＣＨＥＣＫ）

計画

（ＰＬＡＮ）

改善

（ＡＣＴＩＯＮ）
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